
令和７年度学校評価 学校関係者評価報告書

茨城県結城看護専門学校

１ 評価委員構成

評価委員…９名 内訳：実習施設関係者4名、教育機関3名、卒業生1名、行政機関1名

２ 学校の自己点検・自己評価に対する客観的評価  

１）評価結果

２）各委員からの意見

・全体的に丁寧に評価されている。特に係・委員会・領域別担当業務の取り組み状況はわかりやすく、学校の抱

えている課題を知ることができた。

  ・学生確保が厳しい状況の中、38 名の入学予定者がいることに感謝。病院ｽﾀｯﾌにも結城看護専門学校を PR する

よう声をかけていきたい。

  ・どの項目も細部に渡り点検・評価されている。

  ・教員の５割が新人教員で占める中、中堅教員は新人育成・ｻﾎﾟｰﾄにおいて多大な苦労をしていることを知った。

そのような中でも自己評価のﾎﾟｲﾝﾄには目立った影響もなく、全体的に令和６年度に見劣りする状況がない。か

えって昨年度を上回る項目が多かったと思う。特に大項目「学校管理・運営」において「教職員の協働意欲」が

前年比0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ上回ったことは、それなりに教員相互の連携・協力が図られた結果と理解した。ひとえに学校

長・教頭・教務主任をはじめとする教員組織の団結と熱意の賜物と敬意を表する。

  ・大項目「財務」の学生の定員割れに伴うﾎﾟｲﾝﾄ減は、学生獲得にはどこも苦労している。大学においても学生確

保は厳しい状況。看護の全国的な傾向のようである。もともと看護学部・看護学科は日本で最も定員数であるこ

とから、18 歳人口の減少に伴いこのような状況になっているものと思われる。今後は大学においても、現役生

だけでなく、社会人入学等も含めて自学の強みや魅力を明確に打ち出しつつ、広報に努めないとならないと感

じている。

  ・さまざまな視点から評価されており、課題が明確になりすばらしい取り組みと感じた。

  ・学校運営評価では大項目すべてで「ほぼ適切」以上となっており、本年度も円滑な運営がおこなわれたことが

わかった。

  ・学生受け入れは人口減少・少子化の中で志願者数に一喜一憂することなく、確かな教育活動の実践が大切なこ

とだと思う。

  ・学生支援・教育活動（教育方法の工夫・検討や授業評価）等のﾎﾟｲﾝﾄが上昇していることは評価すべき点である

と考える。

  ・毎年だが、重点項目に対して「計画 → 実施 → 評価 → 課題整理」まで一連の流れが整理されていて、自己

点検・自己改善のｻｲｸﾙが機能しているのですばらしいと思う。

３）改善点・期待する点

学生支援や教育活動、教育体制の維持

評価基準 評価人数

評価は妥当である ９人（100％）

評価は概ね妥当である （少し課題がある） -

評価はやや妥当である （課題がやや多めである） -

評価は妥当とは言えない（課題がかなり多くある） -



３ 重点的に取り組むべき課題と目標に対する客観的評価  

１）評価結果

２）各委員からの意見

・評価表が細かく記載されておりわかりやすかった。

  ・昨年度同様、重点項目を絞っての取り組みと評価は効果的であったと思う。

  ・重点的に改善・強化して取り組むべき課題を年度毎設定し、目標を明確に設定している点は評価すべき点であ

る。

  〇重点目標２に対して

・卒後教育との連携体制構築に関して、今後、検討を重ねていけるように協力していきたい。

・中堅教員の支援体制については、病院も同様に課題を感じている。

  〇重点目標５に対して

・病院勤務の中堅看護師も疲弊している場面があり、学校側と同じ課題が抱えていると感じた。病院側から支援

できることはぜひ協力していきたいと感じた。

  ・ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの推進の中の取り組み状況が前年度に比べて少し平均値が上がったことは本当によかったと思う。

職場環境の改善にさらにがんばっていただきたい。応援している。

  ・次年度への課題も明確にされており、教職員の皆さんの働き方改革がさらに進められるといいと思う。

  ・新人教員を全員で育てるという意識が強く伝わった。

  ・「組織は人が作る」というところもあり、その時々で集団特性により職場環境が変化すると感じる。次年度も今

年同様、先生方の高い協働意欲の維持に努め、職場の活性化に期待します。

・ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽに関しては、勤務時間の長短だけでなく、仕事への意欲や心理的安全性などさまざまなことが大事

なのだろうと思う。「職場環境が改善した」と全職員が感じられていることは大きな成果と言っていいと思う。

  ・「職場環境が改善した」との成果について環境継続を期待します。

  ・昨年度課題であった職場環境の改善について、職場の雰囲気や協働意欲の向上といった面で改善されたのはよ

かったと思う。一方でこれらは人事異動等の影響を受けやすい側面もあると思う。成果を一過性に終わらせず、

継続的に維持・定着させていく取り組みをがんばっていただきたい。

３）改善点・期待する点

改善してきた良好な職場環境の維持（協働意欲の維持・教職員間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと連携の継続）

４ その他のご意見等

・図書・視聴覚教材の活用について、本を読むことから離れている印象がある。視聴覚教材の活用について、さ

らに発展していくことを期待する。

・病院から教員を推薦するにあたり、本人の希望を優先していたが、個人の特性も吟味する必要があると思う。

・公開授業を令和６年度は10回、令和７年度はさらに増えて12回実施している。これは準備から実施・評価ま

でかなりの労力を注ぎ込まれているように感じる。参加者の人数・参加動機を見ても回数を今一度検討しても

よいのではないかと思う。少なくても新人教員が育ち自立するまでは回数を減らす等、誰も困らないように思い

ますがいかがでしょうか。

・一方で保護者への公開授業や、歴史ある財団研修はこれこそ結城看専の強みであり特徴だと思うので、今後も

評価基準 評価人数

評価は妥当である ９人（100％）

評価は概ね妥当である （少し課題がある） -

評価はやや妥当である （課題がやや多めである） -

評価は妥当とは言えない（課題がかなり多くある） -



無理のない範囲で継続をしていただきたい。

・地域医療充実のための有為な看護人材育成に感謝申し上げる。

・少子化や個人の価値観の多様化等、教育現場を取り巻く環境はますます厳しい状況となってきている。このような

中で、学生確保・高い水準の教育環境の維持・継続等、課題は多いと思うが、結城看護専門学校の教育理念に基づ

き、地域社会の健康と福祉の向上に貢献できる実践者の育成をお願いする。

以上


